
里親になりたい お近くの児童相談所にお問い合わせください。里親制度について知りたい
朝日新聞デジタルサイト

https://globe.asahi.com/globe/extra/satooyanowa/index.html

児童相談所
［相談専用ダイヤル］

こどもを 迎え 入 れるまでの 4ステップ

養 育 に必 要 な 費 用 が 支 給されます

9万円／月
乳児　　 約6万円／月

乳児以外　約5万2千円／月

STEP1

相談

こどもを育てるために必要な生活費、教育費、医療費などが支給されるので、安心して養育できます。

児童相談所や里親支援機関に
相談を。里親の条件や手続き
などを説明します。

※養育里親の場合。
※その他、教育費や医療費、防災対策費なども支給されます。

里親手当
1人あたり 生活費

STEP2

研修・家庭訪問
児童養護施設や乳児院などで
の実習を含む数日間の研修と、
家庭環境の調査があります。

STEP3

登録
都道府県等の審査を経て、里
親として登録されます。

STEP4

交流
面会や数時間の外出、宿泊な
どで、こどもと一緒に過ごします。

こ
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
る

里
親
Q
&
A

特別な資格が
必要なの？

所定の研修を受け、こどもに適した住
環境があるなどの要件を満たしていれ

ば、特別な資格は必要ありません。保護を
必要とするこどもに寄り添い、あたたかい愛
情と正しい理解をもって接することができれ
ば大丈夫です。

Q

A

共働きでも
大丈夫？

基本的に問題ありません。ただ
し、こどもの養育に支障がでる

場合は調整が必要なこともあります。

Q

A

実子がいても
里親になれる？

なれます。実のこどもに里親に
なることを伝え、理解を得たう

えで、新しい家族を迎えるのが理想
です。実のこどもの年齢や性別を考
慮して、委託するこどもを決めること
もあります。

Q

A

あなたにできること、きっとある。

もっと知りたい、「里親」のこと

里親制度について知りたい 里親になりたい お近くの児童相談所にお問い合わせください。

朝日新聞デジタルサイト 広げよう「里親」の輪
https://globe.asahi.com/globe/extra/satooyanowa/index.html

里親制度について知りたい方はＱＲコードで特設サイトへ
～里親制度の疑問に答えています～

全国児童相談所一覧

こども家庭庁 
里親制度

日本ファミリーホーム
協議会全国里親会 児童相談所一覧

［インターネット］

［相談専用ダイヤル］ 0120-
0120-

児童相談所 い ち は や く お な や み を

い ち は や く お な や み を

387981
387981広げよう「里親」の輪



「里親」STORY
日本には、さまざまな理由により親と暮らすことができないこどもたちが約4万2千人います。

こどもたちの心のケアと健やかな成長には、家庭に迎え入れられ、
自分が愛されていると実感できることが大切です。

こどもが置かれた状況に一つとして同じケースはないからこそ、里親にまつわる物語も十人十色です。

フォスタリングマークについて
里親制度を広めるとともに、里親家庭を社会で支えるための支援の輪が広がることを願って作られたシンボルマークです。

朝日新聞デジタルサイト
https://globe.asahi.com/globe/extra/satooyanowa/index.html

特設サイト
公開中！

野球に打ち込みたくて、気持ちを
尊重してくれた里親家庭へ
池田 累さん

たくさんの人が支えてくれる
里親への一歩、自信をもって踏み出して
平野隼人さん

「うちの仲間にならない？」
寂しかった心に、里親の言葉が響いた
小賀坂小春さん

　9歳から児童養護施設で暮らしていまし
た。好きな野球に打ち込みたかったものの、
共同生活を送る以上、野球だけに集中する
のは難しい環境でした。野球を諦めきれず、
高校受験を機に「里親家庭で暮らしたい』と
懇願したところ、2組の里親が見つかりま
した。「どちらの里親さんも、気持ちを汲ん
でくださって本当にありがたかったです。
最初の里親さんは1年間だけでしたが、受
験という大変な時期を支えてくれました」
　高校入学後、新しい里親家庭での生活が
始まりました。平日は朝早くから学校へ行
き、帰るのは夜9時過ぎ。土日は県外遠征
と野球一色の生活でした。看護師だった里
母は毎晩、温かい食事を用意してくれまし
た。「先に寝ててもいいのに、作ってくれる
んです。お弁当も用意してくれたし、親以

　昨年、夫婦で里親認定を受け、養育里親
として短期委託でこどもを預かってきまし
た。「以前から里親になりたいと話していた
ので、妻も妻の両親も賛成してくれました。
こどもがいなかったので、選択肢の一つと
して自然な流れでした。結婚後ほどなくし
て、僕から提案をしました」
　2歳頃から養子として今の両親のもとで
育ちました。現在でも幼稚園のときに描い
た絵が飾られているような家庭です。「両親
との血縁や関係をあまり深く考えたことは
なかったですね。一緒にご飯を食べて、遊
んで、悪いことをすれば怒られて、良いこ
とをすれば褒めてくれた。ごく一般的な家
庭でした」
　妻は「ご両親が隼人さんを大事に育てて
くれたので、血縁がなくてもこどもを育て

　生後まもないころから過ごしていた乳児
院で、齋藤直巨（なおみ）さん（※以下、な
おさん）、竜（りょう）さん夫婦と出会いま
した。「もし仲間になってもいいなと思った
ら教えてね！」。3歳の小春さんは「わたし、
仲間になる！」と決めました。
　2人の姉も受け入れてくれ、うれしい反
面、不安も。「こんなに楽しい家族の中に自
分がいてもいいのかな、本当に愛してくれ
ているのかな」
　愛情を試すような言動を繰り返し、小学
4年生の時に家出をします。「習い事に行く
ときに持たせてもらった“もしものとき”用
のお金を使い果たし、なおさんに叱られた
んです。許してもらえたのですが、『本当に
許してもらえたのか？』って。姉とのケン
カもあり、家出してしまいました」

　乳児院や児童養護施設のこどもたちを週
末や休み期間に預かる「フレンドホーム（東
京都の制度の名称）」を、5年以上続けてい
ます。児童養護施設のこどもたちとふれあ
うボランティアをやっていた亜矢子さんが、
自室に引きこもりがちの女の子がいると
知ったことがきっかけでした。「家庭で過ご
すことで、少しでも元気になってもらえた
ら」
　女の子は、なかなか普通の声で話すこと
ができませんでしたが、じっくり向き合い、
見守ることにしました。「あいさつもできる
ようになって。笑顔が見られたときには、
喜びを感じましたね」（浩市さん）
　料理をしたり、花を生けたり。休日を一
緒に過ごした後は、施設へ送り届けます。

上のことをしてもらいました」
　ある日、玄関の明かりを見て、「ここが自
分の家なんだ」という感覚になりました。

「母は夜勤もあったはずなんですけど、調
整してくれていたんじゃないかな。家で迎
えてくれる人がいて、とてもうれしかった
です」
 「父や母が毎日身支度をして仕事に行く姿
を間近で見られたのも、すごく大きかった
です。こういう風に社会に出ていくんだと
イメージできました。2人は人生の先輩で
す」
　特別なことをする必要はなく、いつもの
生活の中に迎え入れる感覚でいい。「普通の
家庭での過ごし方を知れるとか、社会経験
が身につくというのが、こどもから見た里
親制度の一番の価値です」

られる」と自信を持ったそうです。
　児童相談所に相談し、夫婦で座学を受け、
乳児院で研修も受けました。先輩里親との
交流もあり、2歳半の女の子を預かったと
きも「何かあったら連絡して」と気遣ってく
れました。「それが本当に心強かった」。現在、
長期委託に向けて、2歳の女の子とマッチ
ングを始めています。「自分のやりたいこと
を見つけ、可能性を広げてほしい」
　里親が増え、こどもたちの環境がさらに
良くなるように。多様性の世の中で里親制
度がこどものために普通に存在する社会に
なるように。それが願いです。
 「不安になることは一切ありません。自信
をもって里親になってください。児相や先
輩里親さんがサポートしてくれます」

　友達の家を訪ねたところを保護され、
「『あんた、どこ行ってたの！？』と涙を流
して叱るなおさんから、姉たちも心配して
探していたと聞き、ものすごく反省しまし
た。家出をきっかけに、自分はこんなに大
切にされているんだなと思い、家族を試す
ような言動も減っていったと思います」
　一昨年、実親と面会しました。「実家族は
仲も良く、どうして自分は一緒にいられな
かったんだろうとモヤモヤしましたが、『モ
ヤモヤもネガティブな気持ちも全部小春の
大事な気持ちだから、そのままでいいんだ
よ』となおさんたちは受け入れてくれまし
た。家族って血のつながりではないんです
よね。自分が安心できる場所に信頼できる
仲間がいる、それが家族なんだと思います」

「お別れするまでの30分間、車中での時間
を彼女がとても大事に感じていてくれると
いうのが伝わってきて、僕もその空気感が
好きで。教えてもらったことがいっぱい
あったなあと振り返って」（浩市さん）
 「週末だけ、お休みのときだけでも、家庭
生活を送ることはこどもの未来に変化を起
こすと思います。里親制度をぜひ知ってほ
しいです」（亜矢子さん）
 「責任はあるから、背伸びは必要なんです。
でも、ずっと背伸びしていたら相手も疲れ
てしまいますよね。あるとき背伸びをやめ
てかかとを落としたら、背伸びしていたと
きと見える景色が同じだったんです。僕が
こどもと関われたからなんだと思っていま
す」（浩市さん）

いけだ・るい／ 1990年生まれ、神奈川県在住。
9歳で児童養護施設に入所、14歳から里親家庭
で育つ。高校卒業と同時に独立し、現在は結婚
して2児の父。野球に打ち込んだ高校時代を支
え、背中を見せてくれた里親夫妻は「人生の先
輩」として現在も慕う間柄。

ひらの・はやと／青森県出身。声優・俳優として
多くのアニメーションやゲーム、ドラマなどに
出演。特技はこどもの頃から習っていた水泳。
2022年に夫婦で里親認定を受けた。

こがさか・こはる／ 2006年生まれ、東京都在住。
生まれてすぐ乳児院に預けられ、3歳から里親
家庭で育つ。2021年に実親と対面し、実名で
活動する許可を得る。現在、里親家庭で暮らす
委託児童や実子を支援する一般社団法人グロー
ハッピーが主催する「こども会議」のこども委員、
ファシリテーターを務める。

さとう・こういち／ 1960年、東京都生まれ。
19歳で俳優デビュー。日本アカデミー賞最優
秀主演男優賞をはじめ、数々の賞を受賞。
さとう・あやこ／舞台女優として活動後、1993
年に結婚。2014年より児童養護施設のこども
を支えるボランティアを始める。
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広げよう「里親」の輪

CASE CASE

CASE CASE
短い時間でも、こどもにとっては宝物
佐藤浩市さん・亜矢子さん夫妻が続ける
「フレンドホーム」という繫がり方

佐藤浩市さん　亜矢子さん



更新⽇︓2021年3⽉30⽇

⼦どもに、⾷物アレルギーに関する基礎知識や気をつけることを知ってもらうため、県では⾷
物アレルギー啓発⽤の「紙芝居」を作成しました。メインターゲットは、⼩学校低学年（1〜2
年⽣）ですが、幼稚園、保育所などでも活⽤できるような内容になっています。

1枚⽬

2枚⽬

紙芝居のデータをＰＤＦファイルでダウンロードできます。厚紙等に印刷して使⽤してくださ
い。

トップページ > ぐんま⾷の安全・安⼼ポータルサイト > 紙芝居・動画「しってる︖⾷物アレルギ
ー」

紙芝居・動画「しってる︖⾷物アレルギ
ー」

紙芝居「しってる︖⾷物アレルギー」

https://www.pref.gunma.jp/
https://www.pref.gunma.jp/site/shokunoanzen/


紙芝居1枚⽬（PDFファイル︓408KB）

紙芝居2枚⽬（PDFファイル︓434KB）

紙芝居3枚⽬（PDFファイル︓360KB）

紙芝居4枚⽬（PDFファイル︓458KB）

紙芝居5枚⽬（PDFファイル︓527KB）

紙芝居6枚⽬（PDFファイル︓210KB）

紙芝居7枚⽬（PDFファイル︓295KB）

紙芝居8枚⽬（PDFファイル︓334KB）

紙芝居9枚⽬（PDFファイル︓217KB）

紙芝居10枚⽬（PDFファイル︓415KB）

紙芝居11枚⽬（PDFファイル︓292KB）

紙芝居12枚⽬（PDFファイル︓675KB）

紙芝居13枚⽬（PDFファイル︓423KB）

紙芝居をもとにして作成した動画を配信しています。動画「しってる︖⾷物アレルギー」はこ
ちらから視聴できます。＜外部リンク＞

紙芝居・動画「しってる︖⾷物アレルギー」の著作権は、群⾺県に帰属します。
紙芝居・動画「しってる︖⾷物アレルギー」は、⾷の安全・安⼼に関する教育及び普及啓
発⽬的に限り使⽤できます。
紙芝居・動画「しってる︖⾷物アレルギー」の営利⽬的での使⽤を禁⽌します。

動画「しってる︖⾷物アレルギー」

使⽤上の注意

このページに関するお問い合わせ先

https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20405.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20405.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20406.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20406.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20407.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20407.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20408.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20408.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20409.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20409.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20410.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20410.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20411.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20411.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20412.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20412.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20413.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20413.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20414.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20414.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20415.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20415.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20416.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20416.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20417.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20417.pdf
https://tsulunos.jp/single.cgi?id=1216
https://tsulunos.jp/single.cgi?id=1216


健康福祉部 ⾷品・⽣活衛⽣課 ⾷品安全推進室 安全推進・表⽰対策係
〒371-8570 前橋市⼤⼿町1-1-1
Tel︓027-226-2421 027-226-2431

お問い合わせフォーム

https://www.pref.gunma.jp/soshiki/6.html
https://www.pref.gunma.jp/soshiki/66/
https://www.pref.gunma.jp/form/detail.php?sec_sec1=66&inq=05&lif_id=8290


更新⽇︓2021年12⽉16⽇

これからママ、パパになる⽅に、また、乳児の御家族に向けた⾷物アレルギーの動画です。妊娠
中から離乳期に気を付けてほしいことを中⼼にまとめています。個⼈の御視聴はもちろん、医療
機関、保育施設、⾏政機関など、幅広く御活⽤ください。

動画「乳児期の⾷物アレルギー」は、こちらから視聴できます。（tsulunos）＜外部リンク＞

動画の画像データをＰＤＦファイルでダウンロードできます。

画像「乳児期の⾷物アレルギー」（PDFファイル︓2.74MB）

トップページ > ぐんま⾷の安全・安⼼ポータルサイト > 動画・リーフレット「乳児期の⾷物アレ
ルギー」

動画・リーフレット「乳児期の⾷物アレル
ギー」

動画「乳児期の⾷物アレルギー」

リーフレット「乳児期の⾷物アレルギー」

https://tsulunos.jp/single.cgi?id=2063
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20578.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20578.pdf
https://www.pref.gunma.jp/
https://www.pref.gunma.jp/site/shokunoanzen/


動画「乳児期の⾷物アレルギー」の内容を凝縮したリーフレットです。ＰＤＦファイルでダウン
ロードできますので、御活⽤ください。

リーフレット「乳児期の⾷物アレルギー」（PDFファイル︓643KB）

動画・リーフレット「乳児期の⾷物アレルギー」の著作権は、群⾺県に帰属します。
動画・リーフレット「乳児期の⾷物アレルギー」は、⾷の安全・安⼼に関する普及啓発⽬
的に限り使⽤できます。
動画・リーフレット「乳児期の⾷物アレルギー」の営利⽬的での使⽤を禁⽌します。

健康福祉部 ⾷品・⽣活衛⽣課 ⾷品安全推進室 安全推進・表⽰対策係
〒371-8570 前橋市⼤⼿町1-1-1
Tel︓027-226-2421 027-226-2431

使⽤上の注意

このページに関するお問い合わせ先

https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20579.pdf
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/20579.pdf
https://www.pref.gunma.jp/soshiki/6.html
https://www.pref.gunma.jp/soshiki/66/


お問い合わせフォーム

https://www.pref.gunma.jp/form/detail.php?sec_sec1=66&inq=05&lif_id=8339


 

保育所・認定こども園の指導監査について  

 

令和６年４月 
監査指導課監査指導第四係 

 
１ 前年度の監査実施状況（速報値） 
（１）保育所 

実施数 167 施設（実地 93・書面 74）、指摘数 95 件（文書 3・口頭 92） 
（２）認定こども園 

実施数 121 施設（実地 72・書面 49）、指摘数 89 件（文書 12・口頭 77） 
（３）主な指摘事項（共通） 

①ヒヤリハット報告が重大事故防止に活用されていない（収集・分析・共有がされていない） 

②消火訓練を毎月実施していない（避難訓練のみ実施）  

③乳児室（0 歳児）やほふく室（1 歳児室）の面積基準を満たしていない（人数超過）  

④食物アレルギー児の最新かつ正確な情報が共有されていない（誤食防止の取組不十分）  

⑤定期健康診断を欠席した子どもや途中入園児について、速やかに園が責任を持って対応  

していない。  

（子どもの健康診断を年２回以上、途中入園児は入園後概ね３か月以内に実施していない） 

  

※詳しい内容につきましては今年５月に県ＨＰ（ホームページ）掲載予定の「令和５年度指
導監査等の実施結果」をご覧ください。 

 
 
２ 今年度の監査の重点項目 
（１）虐待防止対策 
  ア 定期的な職員研修の実施 
  イ 風通しの良い組織運営の確立 
  ウ チーム体制による支援及び情報共有 
（２）事故防止対策 
  ア 人員基準及び面積基準の遵守 
  イ 事故防止対策の実践と定着及びヒヤリハット事例の活用 
  ウ 食物アレルギー誤食事故や乳幼児突然死症候群の防止の体制整備 
（３）非常災害対策及び防犯対策 
  ア 各マニュアルやハザードマップの共通理解及び情報共有 
  イ 実効性のある定期的な避難訓練等の実施 
  ウ 非常時の迅速な連絡手段及び引渡方法の確立 
（４）感染症対策 
  ア 感染症対策マニュアルの共通理解及び情報共有 
  イ 食中毒予防の体制整備 
  ウ 共有設備等の衛生管理 
 

 
３ 監査計画 
（１）保育所 

ア 実地監査と書面監査を併用します。 
イ 実地監査は、公立は 5 月～6 月、私立は 7 月～9 月に行います。 
ウ 書面監査は、概ね 6 月以降順次行います。 

（２）認定こども園 
ア 実地監査と書面監査を併用します。 
イ 実地監査は、11 月～2 月に行います（新規・移行施設は 3 月）。 
ウ 書面監査は、概ね 12 月以降順次行います。 

 
参考 認可外保育施設は、10 月～11 月に行います。 

 



 

４ 監査提出資料 
（１）実地監査 

ア 今年度の様式は県ＨＰに順次掲載します（最新のものをご使用ください）。  

イ 電子メール（ファイル）での提出になります。  

ウ 監査実施日の 10 日前までにご提出ください。  

（２）書面監査 
ア 実地監査と同じ提出資料に加えて「監査調書（書面監査）」をご提出ください（様式

は県ＨＰに掲載します）。  

イ 電子メール（ファイル）での提出になります。  

ウ ご提出いただいた資料について後日電話で内容を確認する場合があります。  

 
 
５ 監査当日（実地監査の場合） 
（１） 原則施設内見学を実施します。  

（２）監査当日にご準備いただく書類は実施通知でお知らせします。  

(※ )前回の監査で文書又は口頭指摘があった場合は、その後の改善状況を確認できる関
係書類のご準備もお願いします。  

 

 

６ 監査結果通知 
（１）実地監査 
  ア 監査実施後、概ね１か月以内に通知します。  

イ 結果通知はメールで送信します（郵送希望の場合はお申し出ください）。  

ウ 文書指摘があった場合は、期日までに改善結果報告書を提出していただきます。  

（２）書面監査 
  ア 内容の確認が終了次第、順次通知します（時期未定）。  

イ 結果通知はメールで送信します（郵送希望の場合はお申し出ください）。  

ウ 文書指摘があった場合は、期日までに改善結果報告書を提出していただきます。  

 

 

監査への御理解・御協力をお願いします。 
 

問い合わせ先：監査指導第四係 027-898-2726（直通）  



TEL

Tel  ０２７-２５４-３６３６
Mail    ｋosｈukakari＠gunma.jrc.or.jp

ホームページ 日本赤十字社群馬県支部 で検索

日本赤十字社群馬県支部 事業推進課 講習係

日本赤十字社群馬県支部

出張講習のご案内

〇県内の保育施設等へ、指導員を派遣します。

〇希望日の２ヶ月前までにお電話にてお問い合わせください。

〇講習時間は９０～１８０分間程度でお願いします。休日も可能です。

〇受講者は１０名様以上でお願いします。 保護者の方にもおすすめです。

〇講習使用資材の運搬をお願いしています。

〇講師：赤十字幼児安全法指導員

〇費用：指導員1名につき3,000円

お申込・お問合せ

「乳幼児の一次救命処置」
～乳幼児の心肺蘇生とAED、気道異物除去～

赤十字幼児安全法短期講習

乳幼児の一次救命処置は、成人の一次救命処置と基本的には同じ手順ですが、心停止の原因や
年齢による体格の違いから、いくつか成人と異なる部分があります。
子どもに接する機会の多い方は、乳幼児に最適化されたこの乳幼児の一次救命処置を習得される
ことをおすすめいたします。

指導員の派遣について



子育て講座「ほめトレ」について  

 
令和６年４月 群馬県生活こども部児童福祉課  

  

 県では、子育てにかかる親のストレスを軽減し、良好な親子関係づくりを目指す本県

オリジナルの子育てプログラム「ほめて育てるコミュニケーション・トレーニング」（通

称：ほめトレ）を策定し、県内全域への普及を進めています。 

                                       

１ プログラムの概要 
・プログラムは全部で３つあります。お子さんの成長段階に応じて、すぐに実践できる

適切なかかわり方やその考え方を、身に付けることができます。 

 幼児期編：主に３歳～小学校低学年までの児童を想定 

      ほめる子育ての利点、具体的なほめ方など 

 思春期編：主に小学校高学年～中学生までの児童を想定 

      思春期の子どもの変化、かかわり方のコツなど 

       乳児期編：主に２歳程度までの児童を想定 

      乳幼児のかかわり方、苦手な方向け「声のかけ方のヒント」など 
 

２ 「ほめトレ」トレーナーの養成について 
・県では、各市町村において講師として「ほめトレ」を活用した子育て講座等を開催 
していただくため、市町村職員等向けの「トレーナー養成講座」を実施しています。 
 
・各市町村の児童福祉、母子保健、教育委員会等関係所属に在籍する方々を中心に 
 「認定トレーナー」が増えています。 
 （認定トレーナー数：４１９名 ／ トレーナー在籍市町村数：３５市町村） 
 
・受講を希望される場合には、年度当初に各市町村児童福祉主管課あて行う希望案内 
 にお申し込みください（例年、希望者多数のため、市町村によっては希望者を選抜 
される場合あり） 

 

３ プログラム（幼児期編）の活用について 
・活用場面：就学時健診、市町村が実施するの子育て講座 
      保健センターの３歳児健診、こども園での保護者向け講座など 
      子育て家庭等からの相談対応を担う職員の相談・助言スキルとして応用可 
 
・「ほめトレ」トレーナーの活用（講師の紹介含む）については、お気軽にお問い合わ
せください。 

 

・「ほめトレ（幼児・学童期編）」の動画についてはご自由に活用いただけます。   

 下記 QR コードを読み込むか、YouTube で「ほめトレ 群馬県」と検索し、 

 ご視聴ください。 

 

 

 

                            

                           

       
                 < ほ め ト レ ( 幼 児 期 編 ) 動 画 >              
   







里親制度について  

令和６年４月 群馬県生活こども部児童福祉課 

 

１ 里親とは？  

親の病気や虐待など、さまざまな事情により自分の家で生活することができない子どもを、愛

情をもって育ててくださる方です。里親に養育を委託された児童の生活費等は公費で賄われる

ほか、月額９万円程度の里親手当が公費から支払われています。 

 

＜社会的養育の体系＞ 

社会的養育 

施設養育 家庭的養育 家庭養育 

・乳児院 

・児童養護施設 

等 

・地域小規模児童養護施設 

・小規模グループケア 

等 

・里親 
・ファミリーホーム 

・ 「家庭養育優先原則」に基づき、親権者と生活できない子どもを公的責任により養育する場合（社会的

養育）には、まず「家庭養育」（里親家庭における養育）の方針に基づき検討し、それが難しい場合に限り

「家庭的養育」、「施設養育」の順に検討します。 

・ 検討にあたっては、その子どもに必要な支援（特に医療的なケアが必要か、一般家庭等では対応困難な

病状・特性等を有していないか 等）を個別に判断します。 

 

２ 里親の種類  

○養 育 里 親：子どもが親の元で暮らすことができるようになるまで預かり養育する里親 

○養子縁組里親：養子縁組を前提に子どもを養育する里親 

○専 門 里 親：障害・非行・被虐待児など、より専門的な援助を必要とする子どもを養育する里親 

○親 族 里 親：三親等以内で扶養義務のある親族の子どもを養育する里親 

 

３ 社会的養護の現状 
 里親等委託児童数 乳児院・児童養護施設委託児童

数 

全 国 ７，７９８人 ２５，３５９人 

群馬県 １１１人 ３４４人 

（令和４年３月末時点 厚生労働省取りまとめ） 

 

 

 

  

施設入所児童の割合 多い 



 

 

４ 里親になるには？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 里親へ養育を委託する際、委託する子どものことを第一に考え、慎重に行います。 

★ そのため、里親登録から子どもを預かるまでに時間がかかることがあります。 

 

５ 群馬県独自の「短期預かり里親」 
子どもが親の元で暮らすことができるようになるまで、養育を委託する「養育里親」や養子縁組を前提

に子どもを養育する「養子縁組里親」等、児童福祉法等に基づく里親だけでなく、群馬県では、「保護者

の都合で数日間、どこかに子どもを預けなければならない」「夏休み等の長期休暇の間に施設に

入所している子どもを短期間だけ預かる」等の場面で活躍する「短期預かり里親」を独自に募集

しています。 
 

☆里親制度についてはお近くの児童相談所にお問合せください☆ 

 

児童相談所 

に相談 

里親登録 

申請 

家庭調査 研 修 

審 査 

中 央 児 童 相 談 所 ☎０２７－２６１－１０００ 

＜管轄区域＞ 前橋市・伊勢崎市・佐波郡 

北 部 児 童 相 談 所 ☎０２７９－２０－１０１０ 

＜管轄区域＞ 沼田市・渋川市・北群馬郡・吾妻郡・利根郡 

西 部 児 童 相 談 所 ☎０２７－３２２－２４９８ 

＜管轄区域＞ 高崎市・藤岡市・富岡市・安中市・多野郡・甘楽郡 

東 部 児 童 相 談 所 ☎０２７６－５７－６１１１ 

＜管轄区域＞ 桐生市・太田市・館林市・みどり市・邑楽郡 

里 親 

登 録 
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